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会的選択 Social Choice の共同講義を持たれていましたし，ハート教授は，マスキン教授と
「不完備契約理論の基礎」をめぐって，「ケンブリッジ論争」を展開したほどお互いを認め合
う中ですので，３人の知の交流を通じて，ハート教授がセン教授のエンタイトルメント論に
刺激を得ていたかもしれないことは十分考えられます。もちろん，最終的な学術成果は，全
く独立のものですが。
4
は，先生のお弟子さんへの指導は，さぞ厳しかったのだろうと容易に想像
され，実際その通りだったようですが，だからこそ，絵所ゼミ出身の縁の
ある研究者を多数輩出したのだと思います。そうした点は，少しでも見習
っていきたいと思います。
絵所先生は，開発経済学の研究の展開を，歴史的・思想的・方法論的に
的確かつ独創的に評価され，その上に培われたご自身の開発経済へのイン
サイトや想いを込めて，12月19日に最終講義をされ，大変興味深く聞かせ
て頂きました。
その最終講義の場では，学部長の立場上，質問はしませんでしたが，こ
の場を借りて，先生の「研究方法」と言いますか，どのように先生は，開
発経済への視点（インサイト）を育んでこられたのか，その「知の創造プ
ロセス」を聞かせて頂けたらと思います。インドの開発経済学の巨人の論
文を読んで評価し（「知」），他方で何度もインドに実地の聞き取り調査に赴
き（「実践」），そこで見聞し感じたことを，自分のそれまでの開発経済学の
理論的な評価・インサイト（知）にフィードバックして，さらに高次元の
ものに高める，こういった「実践知」形成的なプロセスだったのでしょう
か？ある意味，理論研究とフィールドワークのインタラクションの仕方を，
後進の経済学者に教えて頂ければ幸甚です。
長くなりましたが，絵所先生，46年間，本当にお疲れ様でした。経済学
部を代表してお礼申し上げます。今後も我々後輩に，いろいろとアドバイ
スいただけましたら幸いです。
